
資料2－2  

今後の水質基準の見直し等について（案）  

1．趣旨  

水質基準については、平成15年の厚生科学審議会答申において、最新の科学的  

知見に従い、逐次改正方式により見直しを行うこととされ、厚生労働省では水道水  

質基準逐次改正検討会を設置し所要の検討を進めているところ。   

同検討会において、平成19年10月26日厚生科学審議会生活環境水道部会以降、  

厚生労働科学研究による研究成果や食品安全委員会の健康影響評価等の知見等に  

基づき検討が進められ、新たな見直しの方向性が整理された。  

2、今後の水質基準等の見直し  

平成19年10月26日厚生科学審議会生活環境水道部会審議分以降に行われた内  

閣府食品安全委員会における評価結果及びそれらへの対ノノここ方針（案）は次のとおり。  

（1）農薬類以外  

食安委の評価内容  H15厚生科学審答申  

ホルムアル        H15年答申と同じ。  Tilらのラットの2年間飲水投           H15 年答申と同一の評価な  

デヒド  与試験から言、  ので変更の必要なし。  

TDI：15  

UF：1000  

評価値：  



TDI：0．286Jjg／kg／日  

して0．0005を維持）  

臭味を感じる闇値の観点  か  

い  

2年間の経口投与試験によ  

TDl：143JJg／kg／日  

評価値：0．4mg／L  
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※健康上の観点から、ラットの   

13週間の混餌投与試験によ  
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H15年答申と異なる結果となった項「‡についての考え方は、以下のとおりである。   

① 銅（水質基準項目）   

・銅はUL（許容上限摂取量）が定められている一方、微量必須元素であり、厚生   

労働省では摂取の基準値として推定平均必要量・推奨量を定めている。銅の摂   

取量は、現在、平均的には推奨量と許容L限摂取量の間にある。   

・また、銅に／⊃いては従前より給水装置の材料として用いられており、銅合金を   

使用している水栓その他の給水装置の末矧こ設置されている給水用具の浸出液  

3   



に係る基準は、現在、給水装置浸出性能基準において0．98mg几以下と定められ  

ている。   

近年の浄水からの銅の検出状況については、H16…18の水道統計によれば、  

検出事例自体は多数あり、うち2カ所で現行基準値の50％を超える比較的高い  

値が検出されている。このうち1件（0．66mg／L）に関しては、一時的に浄水中  

の銅濃度が上昇したものと考えられており（通常は0．06mg／L程度）、原因は、  

浄水場に銅と亜鉛の合金を使用した部品があることから、この部品由来ではな  

いかと考えられる。もう1件（0．52mg／L）に関しては、スキー場内の配管に由  

来して銅の濃度が高くなっているものと考えられている。（浄水の給水栓が本管  

から離れたスキー場の中にあるが、浄水場出口、原水から銅はほとんど検出さ  

れていないことから。）   

そのため、今後は、まずは飲料水からの銅の摂取が多いと考えられる銅製給水  

装置使用者を対象とした健康リスク評価を行うとともに、薬品からの混入、資  

機材からの溶出等についてデータ収集・解析を行い、基準改正の必要性につい  

て検討を進めることとする。  

② カドミウム（水質基準項目）   

・毒性評価と新評価値（案）：食品安全委員会の評価結果に基づき、寄与率10％   

として評価値0・003mg几である（H15答申の評価値は0．01mg／L）。これに基づ   

き、基準値を0．003mg几に強化することが適切である。なお、WHOの飲料水   

水質ガイドライン値は0．003mg／Lとされている。  

・新評価値案に照らした検出状況については、H16～18の水道統計によれば、ほ   

とんどは新評価値の33％（現行基準値の10％）未満であるが、H17に1地点で   

33％値（0．001mg／L）が検出されている。なお、この原因は地質由来と考えられ   

る。   

・今後は、基準強化の方向で、薬品からの混入、資機材からの溶出についてデー   

タ収集・解析を進めるとともに、僻戎15年法律第48号）第   

24条第1項贋7号の規定に基づき食品安全委員会の意見を求めることとする。  

③1，1，2－トリクロロエタン（水質管理目標設定項目）   

・毒性評価と新評価値（案）：食品安全委員会の評価結果に基づき、寄与率10％   

として評価値を0．01mg／Lに緩和する。  
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1，1，2－トリクロロエタンは、H15の水質基準見直しの際、当時評価値の10％を  

超える値はほとんど検出されていなかったものの、それまで水質基準項目に位  

置づけられてきた経緯を踏まえ、水質管理目標設定項目に変更して経過を観察  

することとされたものである。その後の検出状況については、原水でわずかに  

新評価値の6％を超過する例があるものの、原水・浄水ともに10％を超えること  

はない（下表参照）。また、当該物質は、水質汚濁防止法の規制対象物質であり、  

また、化学物質排出把捉管理促進法に基づくPRTRにおいても顕著な排出増加  

は見られないことから（下図参照）、水質管理目標設定項目から削除することと  

する。  

表・1，1，2一一トリクロロエタンの新評価他案に照らした過去4年分の検出データ  

H15   

の  3／5251  

g  浄水   0／5740   

H16  H17  H18   

0／1315  1／1504  0／1588   

0／1358  0／1526  0／1554   

新目標値  

（0．0006m  

※H15とH17の原水での検出は、いずれも新目標値の10％（0．001mg／L）以下。  

図．1，1，2－トリクロロエタンの公共用水域への排出量の推移  
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